
小
の
校
庭
に
特
設
会
場
を
設
置
、

他
市
町
村
の
追
悼
行
事
も
生
中

継
す
る
。
達
増
知
事
や
戸
羽
市

長
、
遺
族
代
表
が
挨
拶
し
、
一

般
献
花
を
受
け
付
け
る
予
定
。

　

宮
城
県
は
県
主
催
の
追
悼
式

は
行
わ
ず
、
県
民
に
呼
び
か
け

発
生
時
刻
に
合
わ
せ
１
分
間
の

黙
祷
を
す
る
。
県
庁
な
ど
県
内

３
ヶ
所
に
献
花
台
を
設
け
、
政

府
の
追
悼
式
典
を
モ
ニ
タ
ー
で

　

震
災
か
ら
１
年
と
な
る
、
来

る
３
月
11
日
、
政
府
は
追
悼
式

典
を
国
立
劇
場
で
開
催
す
る
。

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
が
出
席
、

各
国
要
人
を
招
き
、
各
県
の
遺

族
代
表
が
挨
拶
す
る
予
定
。
政

府
が
自
然
災
害
に
よ
る
追
悼
式

典
を
主
催
す
る
の
は
初
め
て
。

　

岩
手
県
の
追
悼
式
は
、
県
内

最
大
の
被
災
地
で
あ
る
陸
前
高

田
市
と
合
同
開
催
す
る
。
高
田

参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
夜

に
は
県
内
一
斉
に
「
キ
ャ
ン
ド

ル
ナ
イ
ト
」
を
催
す
。

放
映
。
村
井
知
事
ら
県
幹
部
は

手
分
け
を
し
、
被
災
市
町
の
追

悼
行
事
に
参
列
す
る
予
定
。

　

福
島
県
は
３
部
構
成
の
復
興

イ
ベ
ン
ト
を
開
く
。
第
１
部
で

追
悼
行
事
を
行
い
、
第
２
部
で

復
興
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。
第
３
部

は
未
来
へ
の
希
望
の
象
徴
と
し

て
地
方
振
興
局
ご
と
に
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
、
多
く
の
県
民
が

数字から見る被災者

岩手県
①１３，９８４戸
②０３，８０１戸
③０１，５７２人

宮城県
①２２，０９５戸
②２５，８００戸
③０８，６１９人

福島県
①１６，５０８戸
②２５，０３６戸
③６０，９３２人

３
月
11
日
に
各
地
で
追
悼
・
復
興
行
事

被
災
３
県
、
政
府
式
典
と
連
動
予
定

※①２月１３日現在、国土交通省調べ　②
２月７日現在、③ 1 月２６日現在、ともに
政府・東日本大震災復興対策本部調べ

① 応急仮設住宅戸数
② 借り上げ民間賃貸住宅・入居戸数
③ 県外への避難者数

　

復
興
特
区
で
税
金
の
減
免
を

受
け
る
に
は
、
特
区
認
定
を
受

け
た
自
治
体
に
申
請
し
て
指
定

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。
５
年

間
の
免
税
は
特
区
内
に
本
社
を

設
け
る
こ
と
が
前
提
。
支
店
や

営
業
所
は
対
象
外
だ
が
、
１
０

０
％
子
会
社
は
対
象
に
入
る
。

設
備
投
資
費
用
や
社
員
へ
の
給

与
支
払
い
の
一
部
に
対
す
る
税

額
控
除
は
、
本
社
が
特
区
内
に

な
い
場
合
で
も
指
定
を
受
け
ら

れ
る
。

　

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に
よ
る

と
、
２
月
７
日
ま
で
の
震
災
関

連
の
倒
産
件
数
は
累
計
５
９
２

件
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
関

連
倒
産
が
発
生
か
ら
12
カ
月
目

で
累
計
１
４
４
件
だ
っ
た
の
と

比
べ
て
４
・
１
倍
の
ペ
ー
ス
で

推
移
し
て
い
る
と
い
う
。
沿
岸

部
で
は
津
波
で
会
社
資
産
や
関

係
書
類
が
流
失
し
、
法
的
手
続

き
が
で
き
な
い
ま
ま
休
・
廃
業

状
態
に
あ
る
企
業
も
多
い
。

　

被
災
地
の
雇
用
創
出
に
は
ス

ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

津
波
被
害
を
受
け
た
沿
岸
部
で

特
例
延
長
さ
れ
て
い
た
失
業
手

当
の
支
給
は
、
１
月
か
ら
期
限

切
れ
が
始
ま
っ
た
。
企
業
と
求

職
者
を
円
滑
に
結
ぶ
人
材
マ
ッ

チ
ン
グ
の
仕
組
み
な
ど
、
受
け

入
れ
側
の
自
治
体
の
体
制
整
備

も
欠
か
せ
な
い
。

震
災
関
連
の
倒
産
件
数
５
９
２
件

　
　

雇
用
創
出
に
ス
ピ
ー
ド
求
め
る

置
や
リ
ハ
ビ
リ
施

設
の
設
置
要
件
を

緩
和
し
、
被
災
地

の
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
確
保
を
目
的
と

す
る
。

　

宮
城
県
の
投
資

促
進
特
区
は
県
内

34
の
市
町
村
に
法

人
税
な
ど
を
減
免

す
る
「
復
興
産
業

集
積
区
域
」
を
設

け
て
企
業
の
進
出

を
促
す
。
自
動
車

や
電
子
部
品
な
ど

　

震
災
で
職
を
失
っ
た
人
々
の

雇
用
の
受
け
皿
と
し
て
「
震
災

復
興
特
区
」
に
期
待
が
集
ま
っ

て
い
る
。
政
府
は
被
災
地
の
復

興
を
規
制
緩
和
や
税
制
優
遇
で

支
援
す
る
復
興
特
区
の
第
１
号

と
し
て
、
岩
手
県
が
申
請
し
た

「
保
険
・
医
療
・
福
祉
特
区
」

と
宮
城
県
の
「
民
間
投
資
促
進

特
区
」
を
認
定
し
た
。

　

岩
手
県
の
保
険
・
医
療
・
福

祉
特
区
は
病
院
へ
の
医
師
の
配

８
業
種
が
対
象
で
、
域
内
で
の

設
備
投
資
費
用
を
税
金
か
ら
控

除
す
る
ほ
か
、
津
波
被
害
を
受

け
た
沿
岸
部
で
新
た
に
事
業
を

始
め
た
企
業
は
税
金
を
５
年
間

免
除
す
る
。

　

認
定
を
受
け
た
２
つ
の
特
区

に
加
え
、
青
森
県
は
「
生
業

（
な
り
わ
い
）
づ
く
り
復
興
特

区
」、
岩
手
県
は
２
件
目
と
な

る
「
産
業
再
生
特
区
」
を
申
請

中
。
い
ず
れ
も
税
制
優
遇
に
よ

る
企
業
誘
致
を
目
指
し
て
お
り
、
青
森
県
は
震
災
に
よ
っ
て
解
雇

さ
れ
た
９
７
０
人
を
上
回
る
、

１
０
０
０
人
の
新
規
雇
用
を
申

請
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
。

　

原
発
事
故
を
受
け
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
見
直
し
が
迫
ら
れ

る
中
、
東
北
に
お
い
て
も
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に
向
け

た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

宮
城
県
仙
台
市
は
、
筑
波
大

学
、
東
北
大
学
と
連
携
し
、
藻

類
バ
イ
オ
マ
ス
を
活
用
し
石
油

成
分
を
効
率
的
に
生
産
す
る
シ

ス
テ
ム
の
共
同
研
究
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
た
。
バ
イ
オ
マ

ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
え
ば
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
等
の
陸
上
植
物
を
原

料
と
す
る
方
法
は
既
に
実
用
化

さ
れ
て
い
る
が
穀
物
価
格
の
高

騰
を
招
く
等
の
問
題
が
あ
っ
た
。

一
方
、
今
回
の
微
細
藻
類
は
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
等
と
比
較
し
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
が
良
い
の
が
魅
力

で
あ
る
。
筑
波
大
学
の
渡
邉
信

教
授
の
試
算
よ
る
と
１
ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
の
年
間
オ
イ
ル

生
産
能
力
は
47
～
１
４
０
ト
ン

に
も
な
り
得
る
。
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
生
産
能
力
０
・
２
ト
ン
と

比
較
す
る
と
、
１
０
０
倍
も
の

主 催 場 所 内 容

政府 国立劇場
天皇・皇后両殿下が
出席する追悼式典

岩手県 陸前高田市高田小校庭 陸前高田市と合同開催

宮城県 県主催の式典は行わず

福島県
福島市　子どもの夢を育む

施設　こむこむ
追悼式、シンポジウム、

キャンドルナイト

生
産
効
率
に
な
る
計
算
だ
。

　

ま
た
岩
手
県
の
県
環
境
保
健

研
究
セ
ン
タ
ー
や
石
村
工
業
は
、

共
同
で
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス

ト
ー
ブ
を
熱
源
に
ス
タ
ー
リ
ン

グ
エ
ン
ジ
ン
で
発
電
す
る
シ
ス

テ
ム
を
開
発
し
た
。
ス
タ
ー
リ

ン
グ
エ
ン
ジ
ン
は
ガ
ソ
リ
ン
等

を
燃
や
し
て
動
く
エ
ン
ジ
ン
と

異
な
り
、
排
ガ
ス
中
の
大
気
汚

染
物
質
が
少
な
い
。
燃
料
に
震

災
が
れ
き
を
使
う
構
想
も
あ
り
、

発
電
と
暖
房
、
給
湯
機
能
も
備

え
た
地
域
発
の
技
術
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
自
給
し
産
業
利
用
に
も

つ
な
げ
る
考
え
だ
。

　

現
在
こ
れ
ら
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
日
本
の
発
電
量
全
体
に
占
め

る
割
合
は
わ
ず
か
１
％
に
過
ぎ

な
い
。
だ
が
化
石
燃
料
か
ら
の

脱
却
は
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界

共
通
の
課
題
だ
。
東
北
発
の
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
世
界
を
救
う
日

が
来
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

県 名称 対象地域 主な対象事業

認定
岩手県 保険・医療・

福祉特区
沿岸１２市町村

（一部は県全域）
病院・薬局・リハビリ
施設

宮城県 民間投資促進
特区

石巻市・南三陸町
など３４市町村

自動車・電子部品・
食品・木材加工など

申請中
青森県 生業づくり

復興特区
八戸市・三沢市・

おいらせ町・階上町
環境・医療・エレクト
ロニクスなど

岩手県 産業再生特区 沿岸１２市町村 食品・水産加工・自
動車・半導体など

検討中 岩手県 まちづくり特区／
再生可能エネルギー特区（仮）

被災地が申請・検討中の主な復興特区

３月11日に予定されている主な追悼行事

東
北
か
ら
先
端
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
で

世
界
へ
貢
献 

【
藻
類
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
】

復
興
特
区
の
認
定
始
ま
る

税
制
優
遇
で
企
業
を
誘
致

雇用対策
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２月３日～２月１６日

に
ま
だ
不
透
明
な
部
分
が
多
い
」

と
指
摘
。
支
援
対
象
と
な
る
要

件
を
、
将
来
的
に
黒
字
転
換
の

可
能
性
の
あ
る
事
業
者
も
含
め

る
な
ど
、
柔
軟
な
対
応
を
求
め

た
。

　

支
援
機
構
は
２
月
９
日
、
石

巻
市
の
造
船
大
手
・
ヤ
マ
ニ
シ

の
支
援
を
発
表
。
宮
城
、
岩
手
、

福
島
の
被
災
３
県
で
の
支
援
は

震
災
後
初
め
て
と
な
る
。
支
援

で
は
、
12
金
融
機
関
等
に
総
計

約
84
億
円
の
債
権
の
う
ち
約
81

億
円
の
放
棄
を
要
請
す
る
ほ
か
、

メ
ー
ン
バ
ン
ク
の
七
十
七
銀
行
に

は
最
大
95
億
円
、
設
備
投
資
に

20
億
円
の
融
資
も
求
め
る
。
支

援
機
構
は
融
資
や
出
資
、
債
権

買
い
取
り
を
行
わ
な
い
予
定
だ
。

　

支
援
機
構
の
河
本
茂
行
常
務

は
、
宮
城
県
庁
で
の
記
者
会
見
で

「
国
内
有
数
の
造
船
会
社
へ
の
支

援
を
通
じ
、
地
域
の
産
業
集
積

と
雇
用
を
維
持
し
た
い
」
と
説

明
し
た
。

　

縦
割
り
行
政
を
克
服
し
、
対

応
窓
口
の
一
本
化
を
図
る
復
興

庁
が
発
足
し
た
が
、
同
じ
く
支

援
機
構
も
、
実
質
的
な
ニ
ー
ズ

や
課
題
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

の
か
、
機
能
性
と
実
効
性
が
問

わ
れ
て
い
る
。

　

平
野
達
男
復
興
相
は
１
月
20

日
、
被
災
に
よ
り
過
大
な
債
務

を
負
っ
た
企
業
を
支
援
す
る
東

日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援

機
構
（
以
下
、
支
援
機
構
）
の

業
務
を
３
月
５
日
か
ら
開
始
す

る
と
発
表
し
た
。
社
長
に
は
足

利
銀
行
（
本
店
・
宇
都
宮
市
）

の
池
田
憲
人
前
頭
取
が
内
定
、

本
店
所
在
地
は
仙
台
市
と
し
、

東
京
に
東
京
本
部
を
設
置
す
る
。

　

そ
れ
に
対
し
仙
台
弁
護
士
会

（
森
山
博
会
長
）
は
２
月
２
日
、

二
重
ロ
ー
ン
問
題
に
関
す
る
債

権
買
い
取
り
制
度
の
適
切
な
運

用
を
求
め
る
会
長
声
明
を
発
表
。

声
明
で
は
、「
支
援
対
象
や
債
権

買
い
取
り
価
格
の
算
定
法
な
ど

　

岩
手
県
釜
石
市
で
活
動
を
し
て
い

る
私
ど
も
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
、
過
日

小
宮
山
厚
生
労
働
大
臣
が
視
察
に
来

ら
れ
た
。
被
災
地
で
の
雇
用
状
況
お

よ
び
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
活
用
状

況
に
つ
い
て
、
現
場
の
声
を
聞
き
た
い

と
の
こ
と
で
、
知
り
う
る
限
り
の
状
況

を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
中
で
、
印
象

的
だ
っ
た
の
は
「
一
つ

の
事
象
だ
け
を
見
て

そ
れ
を
解
決
す
る
だ

け
で
は
、
全
体
の
解
決
に
は
な
ら
な

い
」
と
言
う
部
分
で
意
見
が
一
致
し
た

こ
と
だ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
こ
の
1
月
か
ら
失
業
保

険
給
付
が
切
れ
る
人
が
出
だ
し
た
こ

と
も
あ
り
、
昨
年
末
か
ら
突
然
の
よ

う
に
話
題
に
上
る
こ
と
が
増
え
た

「
雇
用
」
に
関
す
る
こ
と
。
た
し
か
に

「
雇
用
の
確
保
」
は
被
災
地
の
復
興
に

欠
か
せ
な
い
テ
ー
マ
だ
が
、
そ
の
焦
点

は
「
被
災
失
業
者
」
に
絞
ら
れ
る
こ

と
が
多
い
の
が
現
状
だ
。「
事
業
者
」

と
「
働
く
人
」
が
い
て
初
め
て
「
雇

用
」
が
成
り
立
つ
の
に
も
関
わ
ら
ず
だ
。

　

あ
く
ま
で
も
全
体
の
テ
ー
マ
は
被
災

地
の
復
興
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
被
災

失
業
者
へ
の
雇
用
確
保
だ
け
に
フ
ォ
ー

カ
ス
が
あ
た
る
の
は
い
か
が
な
も
の
だ

ろ
う
。
一
時
的
な
施
策
や
県
外
か
ら

間
に
合
わ
せ
で
作
り
だ
さ
れ
た
職
に
よ

り
雇
用
が
確
保
さ
れ
、
失
業
者
の
生

活
が
仮
に
安
定
し
た
と
し
て
も
、
そ

の
地
域
で
生
活
を
支
え
て
い
る
地
元
の

商
店
や
事
業
所
の
復
興
が
な
さ
れ
な

い
ま
ま
で
、
そ
の
地
域
が
今
後
の
未
来

へ
向
か
っ
て
豊
か
な
街
に
な
り
得
る
の

だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で
本
当
に
「
復
興
」

と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

今
回
の
震
災
で
被
災
し
た
零
細
の

事
業
所
に
対
す
る
支
援
は
ほ
と
ん
ど

ど
な
い
に
等
し
く
、
被
災
事
業
者
の

多
く
は
事
業
を
再
開
で
き
ず
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
見
て
も
、

雇
用
・
就
労
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
に
つ
い

て
は
組
み
合
わ
せ
て
行
う
方
が
ベ
タ
ー

で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
が
、
行
政

だ
け
で
は
そ
れ
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
。

よ
く
言
う
縦
割
り
の
弊
害
で
あ
る
。

　

な
ら
ば
、
我
々
の
よ
う
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ

が
そ
の
隙
間
を
埋
め
る
役
割
を
果
た

き
な
が
ら
全
体
を
俯
瞰

す
る
目
線
で
あ
る
。

　

あ
く
ま
で
も
目
的
は

被
災
地
の
復
旧
・
復
興

な
の
だ
か
ら
。

（
鹿
野 

順
一　

特
定
非
営
利
活
動
法

人
＠
リ
ア
ス
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
代
表
理
事
、
特
定
非
営
利
活
動

法
人
い
わ
て
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
代

表
理
事
。）

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
当
法
人
で
も
、

今
後
事
業
者
の
再
建
支
援
、
失
業
者

の
就
労
支
援
、
雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

を
組
み
合
わ
せ
た
「
な
り
わ
い
再
生

事
業
」
を
行
政
・
企
業
と
の
協
働
で

行
う
予
定
だ
。
そ
こ
に
求
め
ら
れ
る

の
は
、
や
は
り
個
々
の
課
題
だ
け
に

惑
わ
さ
れ
ず
、
未
来
の
街
の
姿
を
描

新年度予算３県出揃う
岩手県１兆１１８３億円、宮城
県１兆６８２２億 円、 福 島 県
１兆５７６４億円と、いずれも過去
最高クラスに膨らんだ。

復興庁、業務開始
復興庁が平野達男担当相のもと業
務を開始。被災自治体への窓口と
なり、特区の認定や復興交付金の
配分を含む復興事業を統括する。

被災自治体へ専門職員派遣
国土交通省は、土地区画整理や
防災集団移転等の専門職員を全
国の自治体から被災自治体へ派遣
する。４月から、１６０名規模。

被災者の生活保護千世帯超え
厚生労働省が生活保護に関する
データを発表。相談件数３９８５
件、累計１０５５の受給世帯。県
別では福島県の５１９世帯が最高。

宮城県　被災地のＤＶ対応強化
宮城県が生活環境の変化による
被害増加の懸念から方針を発表。
仮設サポートセンター等と連携し、
相談および通報受付体制を強化。

沿岸部交通　ＢＲＴ導入検討へ
ＪＲ東日本は、一部区間が不通と
なっている山田線と大船渡線の復
旧に、バス高速輸送システム（Ｂ
ＲＴ）の導入を検討すると発表。

いわき市フラガール復活
スパリゾートハワイアンズが復旧
工事を終えて１１ヶ月ぶりに全面再
開。３月１９日まで入場料半額。

外国人旅行客誘致へ視察ツアー
東北運輸局と東北観光推進機構は

「VISIT JAPAN 東北」を実施、海外
の重点市場の旅行エージェント及
びメディアを招待。

被災３県　児童生徒大幅減
文部科学省は３県の児童生徒数が
２万６１６７人減ったと発表。この
うち福島県は約３分の２にあたる
１万７３０８人を占める。

留学・研修でもトモダチ作戦
米国政府と日米カウンシルはプロ
グラムTOMODACHIで被災した若
者を留学や研修旅行へ招待する。

帰還困難区域、全額賠償方針
東京電力は原子力損害賠償紛争
審査会で、帰還困難区域の土地や
家屋について全額賠償の方針を明
示。他区域については今後策定。

南相馬市　コメ作付け見合わせ
南相馬市地域農業再生協議会は、
２０１２年も引き続き全域でコメ作
付けを見合わせると発表。判断材
料が揃わないことが理由。

福島大と放医研、連携協定へ
福島大と放射線医学総合研究所
は、安全な環境の復元をともに目
指すための技術・人材育成での連
携協定を結ぶ方針を発表。

石巻赤十字に災害医療研究所
災害医療の専門医らは、災害医療
の研究や有事の派遣を行う「災害
医療ＡＣＴ研究所」を石巻赤十字
病院内に設立する方針を固めた。

秋田県　岩手県の瓦礫 処理へ
秋田、岩手両県は震災がれき処理
に関する基本協定を締結。岩手
県の協定締結は東京都に続き２県
目。最終処理は市町村判断となる。

７月に大規模自然災害国際会議
政府は震災や各国の自然災害の
事例から予防・対応・復旧復興の
方策等を議論する国際会議を開催
する。会場は被災３県に設置予定。

政策

生活

原発・放射能

その他

産業復興

教育

東日本大震災事業者再生支援機構

１．体制
　　本店所在地：仙台
　　ほかに東京本部を設置
　　相談窓口：
　　各県の産業復興相談センター
２．社長
　　池田憲人・足利銀行前頭取が内定
３．今後の予定
　　３月３日　発足式（仙台）
　　３月５日　業務開始

仙
台
弁
護
士
会
が
適
切
運
用
求
め
る

事
業
者
再
生
支
援
機
構  

業
務
開
始
へ　

雇
用
創
出
へ
の
取
り
組
み　

　
　
　

失
業
者
と
被
災
事
業
者
双
方
の
目
線
で
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●
ジ
ャ
パ
ン・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

「
共
に
生
き
る
」フ
ァ
ン
ド

【
対
象
団
体
】法
人
格
を
持
つ
非

営
利
団
体
。

【
対
象
事
業
】被
災
者
や
被
災
地

域
の
支
援
活
動
全
般
。全
国
の

避
難
先
で
の
活
動
も
対
象
。

【
助
成
金
額
】１
事
業
あ
た
り
上

限
１
０
０
万
円
～
１
０
０
０
万

円【提
出
書
類
】 

(1)
申
請
書（
事
業

計
画
書
お
よ
び
予
算
設
計
書
） 

(2)
定
款
ま
た
は
そ
れ
に
類
す
る

も
の 

(3)
団
体
の
今
年
度
計
画
書
、

予
算
書 

(4)
団
体
の
直
近
年
度
の

報
告
書
、決
算
書　

【
応
募
期
間
】２
月
20
日（
月
）～

２
月
29
日（
水
）

【
Ｈ
Ｐ
】http://www. japanp

latform
.org/top.htm

l　

【
問
い
合
わ
せ
】ジ
ャ
パ
ン・
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
事
務
局
事
業
部（
震

災
担
当
）　

℻ 03(3240)6090 

Ｅ
メ
ー
ル proposal@

japanplatform.org

●
西
友
／
ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
・
ジ
ャ

パ
ン「
２
０
１
２
年
度 

社
会
貢

献
活
動
助
成
先
公
募
」

【
対
象
団
体
】、活
動
実
績
３
年

以
上
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、一
般
社

団
・
財
団
法
人
、公
益
社
団
・
財

団
法
人
な
ど
。

【
対
象
事
業
】次
の
(1)
～
(4)
い
ず

れ
か
。 

(1)
女
性
の
経
済
的
自
立

支
援 
(2)
食
品
寄
付
活
動 

(3)
環

境
活
動 
(4)
そ
の
他
、地
域
活
性

化
、防
災
、教
育
、福
祉
、環
境
保

全
な
ど
の
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
活
動
。

【
助
成
金
額
】１
案
件
あ
た
り
最

大
１
３
０
０
万
円（
総
額
二
千

万
円
）

【
提
出
書
類
】 

(1)
申
請
書
類 

(2)

全
部
事
項
証
明
書（
商
業
登
記

簿
謄
本
） 

(3)
定
款

【
応
募
締
切
】３
月
15
日（
木
）

【
Ｈ
Ｐ
】http://www.seiyu.

co.jp/social/

【
問
い
合
わ
せ
】西
友 

企
業
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
部 

社
会
貢

献
委
員
会
事
務
局　

℡

03(3598)7489 

・7707

●（
社
）全
日
本
冠
婚
葬
祭
互
助

協
会「
第
13
回
社
会
貢
献
基
金

助
成
」

【
対
象
団
体
】非
営
利
組
織
ま
た

は
大
学
、研
究
機
関
。任
意
団
体
、

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

も
対
象
。

【
対
象
事
業
】次
の
(1)
～
(6)
い
ず

れ
か
。 

(1)
研
究
助
成
事
業（
テ
ー

マ「
婚
礼
、葬
儀
な
ど
儀
式
文
化

の
調
査
研
究
」） 

(2)
心
高
齢
者

福
祉
事
業 

(3)
障
害
者
福
祉
事

業 

(4)
児
童
福
祉
事
業 

(5)
環
境
・

文
化
財
保
全
事
業 

(6)
国
際
協

力
・
交
流
事
業

【
助
成
金
額
】１
件
あ
た
り
上
限

２
０
０
万
円

【
提
出
書
類
】 

(1)
助
成
金
交
付

申
請
書 

(2)
収
支
予
算
書 

(3)
今

回
申
請
す
る
活
動
又
は
類
似
し

た
過
去
3
年
間
の
実
績
を
示
す

写
真
(4)
定
款
又
は
そ
れ
に
準
ず

る
規
約 

(5)
役
員
又
は
構
成
員
の

名
簿 

(6)
返
信
用
封
筒

【
応
募
締
切
】２
月
29
日（
水
）

【
Ｈ
Ｐ
】http://www. zengo

kyo.or.jp/social/index.htm
l

【
問
い
合
わ
せ
】全
日
本
冠
婚
葬
祭

互
助
協
会　

社
会
貢
献
基
金
運

営
事
務
局　

℡ 03(3596)0061  

　

岩
手
県
北
上
市
が
大
槌
町
と

連
携
し
、大
槌
町
内
の
仮
設
団

地
に
地
域
支
援
員
を
配
置
す
る

事
業
を
２
月
６
日
よ
り
開
始
し

た
。こ
れ
は
北
上
市
が
既
に
大

船
渡
市
の
仮
設
団
地
で
実
施
し

て
い
る
支
援
が
横
展
開
さ
れ
る

形
。岩
手
県
の
緊
急
雇
用
創
出

対
策
事
業
を
活
用
し
、北
上
市

の
事
業
受
託
者
で
あ
る
株
式
会

社
ジ
ャ
パ
ン
ク
リ
エ
イ
ト
が
地

域
住
民
を
支
援
員
と
し
て
雇
用

し
て
運
営
す
る
。地
域
住
民
の

雇
用
を
生
み
出
す
と
共
に
、仮

設
団
地
内
の「
集
会
所
、談
話
室

の
利
活
用
」「
自
治
会
や
地
域
住

民
の
活
動
支
援
」「
被
災
者
の
安

心
、安
全
の
確
保
に
向
け
た
受

付
、見
回
り
の
実
施
」等
、運
営

の
円
滑
化
を
目
指
す
。

　

東
西
に
長
く
伸
び
る
大
槌
町

を
、「
大
槌
西
」「
大
槌
東
」「
小
槌

西
」「
小
槌
東
」「
吉
里
吉
里
・
浪

板
」「
赤
浜
・
安
渡
」の
６
つ
に
分

保
に
加
え
て
、経
済
状
態
や
子

供
の
就
学
・
親
の
就
業
状
況
な

ど
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
が
、そ
れ

ら
の
条
件
が
揃
わ
な
い
人
々
は
、

不
安
や
迷
い
を
抱
え
な
が
ら
も

こ
こ
で
生
活
せ
ざ
る
を
得
な
い
」。

福
島
で
暮
ら
し
続
け
る
そ
の
よ

う
な
親
子
の
た
め
に「
子
ど
も

福
島
」で
は
現
在
、週
末
や
休
暇

を
利
用
し
て
の「
保
養
」サ
ポ
ー

ト
に
重
点
を
お
い
て
い
る
。

　
「
短
期
間
で
も
放
射
線
量
の

低
い
地
域
で
過
ご
す
こ
と
で
、心

も
身
体
も
楽
に
な
る
。避
難
で

き
な
い
子
供
た
ち
に
と
っ
て
、

『
保
養
』は
有
効
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
」と
吉
野
さ
ん
。受
け
入
れ

団
体
・
地
域
も
各
地
に
で
き
、新

し
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で
き
つ
つ

あ
る
と
い
う
。

　
「
復
興
」の
掛
け
声
が
高
ま
る

一
方
で
、ま
だ
被
害
が
続
い
て
い

る
と
い
う
福
島
の
現
実
。だ
が
、

変
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

市
民
レ
ベ
ル
の
動
き
が
広
が
っ
て

い
る
こ
と
は
一
つ
の
希
望
と
い
え

る
か
も
し
れ
な
い
。

※
運
営
・
ふ
く
し
ま
連
携
復
興
セ
ン
タ
ー
、

委
託
元
・
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
財
団
。

福
島
市
太
田
町
。℡024
（573
）2731

た
も
の
だ
。

　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、最
終
判

断
は
本
人
に
委
ね
る
ス
タ
ン
ス

の
う
え
で
、避
難
を
希
望
す
る

人
に
避
難
先
の
住
居
や
生
活
情

報
の
提
供
を
行
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
に
応
え
る

の
は
容
易
で
は
な
い
。借
り
上
げ

住
宅
な
ど
の
公
的
支
援
を
終
了

す
る
県
外
の
自
治
体
が
増
え
て

き
て
い
る
か
ら
だ
。

　
「
子
ど
も
た
ち
を
放
射
能
か

ら
守
る
福
島
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク(

略

称
：
子
ど
も
福
島)

」で
避
難
・

疎
開
・
保
養
を
担
当
す
る
吉
野

裕
之
さ
ん
は
、こ
う
話
す
。

　
「
事
故
後
す
ぐ
に
避
難
で
き

た
の
は
、比
較
的
、条
件
に
恵
ま

れ
て
い
た
人
た
ち
。避
難
先
の
確

　

福
島
県
で
は
、震
災
と
原

発
事
故
に
よ
っ
て
県
外
に
避

難
を
し
て
い
る
県
民
が
６
万

人
を
超
え
る
。県
は
人
口
の

流
出
を
食
い
止
め
よ
う
と
除

染
を
最
優
先
の
課
題
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
が
、い
ま
だ

原
発
事
故
は
収
束
し
て
お
ら

ず
、放
射
線
量
も
高
い
数
値

を
示
し
続
け
て
い
る（
２
月
２
日

現
在
、福
島
市
０
．65
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
／
時
。東
京
都
新
宿
区
は
０
．０

85
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
／
時
）。

　

被
災
者
の
生
活
相
談
を
行

な
っ
て
い
る「
ふ
み
だ
す
生
活
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」（
※
）に
は
、

震
災
か
ら
11
ヶ
月
経
っ
た
今
で

も
避
難
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
が
寄
せ
ら
れ
る
。全
相
談
の
７

割
弱
を
避
難
関
係
が
占
め
、相

談
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、子
供
を
持

つ
母
親
や
祖
母
に
あ
た
る
女
性

た
ち
。内
容
は「
子
供
の
健
康
を

考
え
る
と
、福
島
に
住
み
続
け
る

こ
と
に
不
安
を
感
じ
る
。避
難
し

た
ほ
う
が
い
い
の
か
」、「
こ
れ
か

ら
で
も
避
難
で
き
る
地
域
、サ

ポ
ー
ト
な
ど
は
あ
る
か
」と
い
っ

支
援
連
絡
員
制
度
を
開
始

３
月
１
日
か
ら
本
格
実
施

ふ
く
し
ま
を
生
き
る 

被
災
者
支
援
の
現
場
か
ら 

―
― 

①

福島のために誰でもできること、
それは「忘れない」ことです、と
話す「子ども福島」の吉野さん。

け
、そ
れ
ぞ
れ
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

サ
ブ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、支
援
員
を

配
置
。11
月
末
よ
り
大
槌
町
と

協
議
を
進
め
、12
月
12
日
に
大

槌
町
か
ら
北
上
市
に
正
式
に
依

頼
さ
れ
た
。翌
週
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
に
求
人
を
出
し
、月
末
に
各

住
宅
に
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、年
明
け

の
１
月
５
、６
日
に
は
全
戸
配

布
さ
れ
る
大
槌
町
の
広
報
誌
に

チ
ラ
シ
を
折
込
み
。そ
し
て
、そ

の
翌
週
か
ら
、各
地
域
で
説
明

会
を
開
催
。結
果
、フ
ル
タ
イ
ム

91
人
の
求
人
に
対
し
て
１
０
０

人
以
上
の
応
募
が
あ
り
、92
人

の
採
用
に
つ
な
が
っ
た
。

　

今
回
の
支
援
員
制
度
導
入
が
、

大
船
渡
市
の
先
例
と
大
き
く
違

う
点
は
、仮
設
団
地
に
既
に
自

治
会
が
出
来
て
い
る
こ
と
。「
特

に
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
、あ
く

ま
で
現
地
住
民
の
方
が
主
役
で

あ
る
こ
と
で
す
。既
に
あ
る
団
地

内
の
ル
ー
ル
を
最
大
限
に
尊
重

し
な
が
ら
、サ
ポ
ー
ト
に
は
い
り

ま
す
」と
北
上
市
沿
岸
地
域
被

災
者
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
小
原
学
さ
ん
は
話
す
。

　

既
に
あ
る
団
地
の
自
治
を
崩

さ
な
い
サ
ポ
ー
ト
を
探
る
た
め

に
昨
年
の
12
月
に
自
治
会
長
へ

の
事
前
調
査
も
行
っ
た
。要
望
に

よ
っ
て
は「
常
駐
型
」で
は
な
く
、

「
巡
回
型
」の
支
援
員
も
検
討
し

て
い
た
が
、結
果
的
に
は
常
駐
型

に
自
治
会
長
全
員
の
賛
同
を
得

ら
れ
た
。ま
た
、こ
れ
ま
で
各
団

地
の
運
営
に
関
す
る
膨
大
な
業

務
が
自
治
会
に
集
中
し
て
い
る

大槌町役場中央公民会で行われた
支援員研修会の様子

釜石市

北上市、大槌町で
地域支援事業を開始

こ
と
が
分
か
っ
た
。今
回
の
支
援

員
制
度
の
導
入
に
よ
り
、自
治

会
の
機
能
を
よ
り
高
め
、地
域

住
民
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
。

　

釜
石
市
は
２
月
１
日
か
ら
、岩

手
県
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
を

活
用
し
て
震
災
後
に
定
職
を
な

く
し
た
人
た
ち
の
新
規
雇
用
を

創
出
す
る
、仮
設
団
地
支
援
連
絡

員
制
度
を
開
始
し
た
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人「
＠
リ
ア
ス
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー

ト
」が
釜
石
市
よ
り
受
託
。各
仮

設
団
地
の
自
治
体
・
釜
石
市
・
釜

石
社
会
福
祉
協
議
会
・
保
健
師
な

ど
と
連
携
し
仮
設
住
宅
の
入
居

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境

づ
く
り
を
支
援
す
る
。

　

２
月
中
に
連
絡
員
の
確
保
、試

験
配
置
な
ど
を
行
い
、３
月
１
日

か
ら
の
本
格
開
始
を
目
指
す
。

既存の自治会機能を高める

避
難
で
き
な
い
子
供
に
寄
り
添
う
「
保
養
」
活
動
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「
心
を
ひ
と
つ
に
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
」。
各
地
域
で
聞
か
れ
る
こ
の
願
い
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
地
域

が
あ
る
。
福
島
県
い
わ
き
市
、
勿
来
（
な
こ
そ
）
地
区
。
原
発
に
近
い
双
葉
町
か
ら
避
難
し
て
き
た
仮
設
住
宅
住
民
を
ケ
ア
し
な
が

ら
、
住
民
を
巻
き
込
み
、
未
来
へ
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
の
は
「
な
こ
そ
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
推
進
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
勿
来
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」。
彼
ら
の
活
動
と
ビ
ジ
ョ
ン
に
注
目
し
た
。

　

震
災
か
ら
11
ヶ
月
。
震
災
直
後
の

緊
急
事
態
か
ら
、
交
通
・
住
居
等
イ

ン
フ
ラ
整
備
の
復
旧
期
、
生
活
再

建
・
産
業
復
興
・
ま
ち
づ
く
り
が
課

題
と
な
っ
た
復
興
期
へ
、
被
災
地
に
お

け
る
「
フ
ェ
ー
ズ
の
変
化
」
を
耳
に
す

る
よ
う
に
な
り
久
し
い
。
各
地
で
活

動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団
体
に
も
現
場

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
変
化
が
求
め
ら
れ

る
中
、
着
実
に
そ
の
取
り
組
み
を
変

化
さ
せ
地
域
に
貢
献
し
て
き
た
、「
勿

来
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」。

　

元
々
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
し
て

活
動
し
て
き
た
が
、
震
災
後
は
行
政

に
先
駆
け
て
活
動
を
開
始
。
倒
壊
し

た
家
屋
の
片
づ
け
、
家
財
の
整
理
、

避
難
所
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ア
、

独
居
生
活
者
や
在
宅
避
難
者
へ
の
物

資
配
達
等
き
め
細
や
か
な
活
動
を
行

い
な
が
ら
、
昨
年
４
月
９
日
に
「
い

わ
き
市
勿
来
地
区
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
」
を
立
ち
上
げ
た
。
以

　
「
こ
の
震
災
を
負
の
遺
産
と
し
て
残

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
代
表
の
舘
さ
ん
の
思
い
を
実
現
す

る
事
業
の
ひ
と
つ
が
、「
復
興
計
画
グ

ル
ー
プ
」
の
推
進
す
る
「
復
興
公
園
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
海
岸
沿
い
に
無
残

に
横
た
わ
る
破
壊
さ
れ
た
防
潮
堤
を

日
々
目
に
し
て
い
て
思
い
つ
い
た
と
い

う
復
興
公
園
構
想
。
壊
れ
た
防
潮
堤

を
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
建
立
し
、

震
災
の
脅
威
と
防
災
の
心
構
え
を
後

世
へ
残
す
と
と
も
に
、
観
光
復
興
の
足

が
か
り
に
し
た
い
と
い
う
。「
原
発
の

風
評
被
害
は
数
年
続
く
だ
ろ
う
が
、

10
年
20
年
は
続
か
な
い
。
風
評
被
害

が
下
火
に
な
っ
た
時
に
仕
掛
け
ら
れ
る

も
の
を
今
の
う
ち
か
ら
準
備
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
」。
舘
さ
ん
の
目
は
未
来

を
見
つ
め
て
い
る
。

　

ま
た
震
災
か
ら
１
年
に
あ
た
る
３

月
10
日
・
11
日
に
企
画
し
て
い
る

「
な
こ
そ
の
希
望
『
鎮
魂
祭
（
ち
ん
こ

ん
さ
い
）』」
も
代
表
の
舘
さ
ん
の
強
い

思
い
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
。
北
海
道
か

ら
沖
縄
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
、
伝
統
芸
能
、
地
元
の
学
校
な

ど
が
出
演
し
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
す
る
予
定
だ
。「
亡
く
な
っ
た
人

の
命
日
に
祭
り
じ
ゃ
な
い
だ
ろ
」
と
反

対
の
声
も
あ
っ
た
。
し
か
し
魂
を
沈
め

る
・
追
悼
す
る
と
い
う
気
持
ち
と
、

明
日
の
希
望
の
た
め
に
力
強
く
祭
り

を
や
る
と
い
う
気
持
ち
、
今
必
要
な

の
は
「
ど
っ
ち
か
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん

だ
」
と
訴
え
、
若
者
を
中
心
に
多
く

の
市
民
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
加

わ
っ
た
。

　

一
方
、「
地
域
支
援
グ
ル
ー
プ
」
で

は
各
地
域
の
自
治
会
な
ど
と
連
携
し
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要
な
知
識

の
レ
ク
チ
ャ
ー
や
、
住
民
の
意
見
の
取

り
ま
と
め
と
図
式
化
な
ど
を
、
外
部

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
交
え
な
が
ら
丁

寧
に
行
っ
て
い
る
。
高
台
移
転
の
合
意

形
成
調
整
な
ど
難
題
も
多
い
中
、

来
5
月
20
日
の
活
動
休
止
ま
で
に
、

約
50
人
の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
延
べ
４
２

０
０
人
を
超
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
動

員
し
た
。

　

ま
た
先
手
を
打
つ
行
動
力
は
そ
れ

に
留
ま
ら
ず
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

を
過
ぎ
瓦
礫
処
理
や
物
資
援
助
に
目

処
が
つ
き
始
め
た
頃
か
ら
次
の
動
き

を
開
始
し
た
。
避
難
先
の
生
活
課
題

や
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
等
、

複
雑
化
し
た
問
題
に
対
処
す
べ
く
、

「
復
興
計
画
」・「
地
域
支
援
」・「
生
活

対
応
」
の
３
グ
ル
ー
プ
体
制
で
新
た
に

「
な
こ
そ
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立

ち
上
げ
た
の
は
、
６
月
６
日
の
こ
と

だ
っ
た
。

なこそ復興プロジェクト 体制図

な
こ
そ
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

①復興計画 G

・復興公園

・なこそ復興ライブ

・写真パネル展

②地域支援 G

・生活再建支援

・仮設住宅支援

③生活対応 G

・サロン展開

・情報誌制作

・訪問活動
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こ
う
し
た
活
動
で
民
意
に
沿
っ
た
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
の
が
目
的
だ
。

ま
た
、「
生
活
対
応
グ
ル
ー
プ
」
で
は

生
活
に
役
立
つ
情
報
を
ま
と
め
た
会

　

現
在
、「
な
こ
そ
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
メ
ン
バ
ー
は
約
３
０
人
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
し
て
多
い
方
だ
が
、
全
員
が

本
業
を
持
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
で
あ

り
、
数
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち

上
げ
推
進
す
る
に
は
手
が
足
り
な
く

な
る
事
も
あ
る
。
そ
ん
な
中
、
彼
ら

が
外
部
の
人
と
上
手
く
連
携
し
て
い

る
所
は
見
逃
せ
な
い
。

　

例
え
ば
４
月
に
立
ち
上
げ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
震
災
直
後
に

支
援
の
声
を
挙
げ
て
く
れ
た
と
言
う

山
口
県
宇
部
市
、
お
よ
び
国
際
Ｎ
Ｇ

Ｏ
シ
ャ
プ
ラ
ニ
ー
ル
の
協
力
を
得
て
立

ち
上
げ
た
も
の
。
今
回
の
よ
う
に
前

例
の
な
い
緊
急
時
、
行
政
が
動
け
な

い
時
期
に
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
決

断
が
で
き
る
、
民
間
団
体
な
ら
で
は

の
強
み
を
活
か
し
た
事
例
だ
。
ま
た

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
復
興
公
園
」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
勿
来
出
身
の
副

学
長
と
新
た
に
つ
な
が
っ
た
東
京
藝
術

報
誌
の
発
行
、
ス
ト
レ
ス
発
散
の
た
め

の
サ
ロ
ン
運
営
、
原
発
に
近
い
双
葉
町

か
ら
の
避
難
者
の
住
む
仮
設
住
宅
へ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
活
動
な
ど
を
行
っ

外
部
の
力
を
有
効
に
活
用

大
学
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
元
に
進
め
て

い
る
。「
復
興
公
園
は
、
各
地
に
数
多

　
「
勿
来
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
い
て
も
う
１
つ
特
筆
す
べ

き
こ
と
は
、
地
元
行
政
と
の
関
係
性
。

　

前
身
と
な
っ
て
い
る
「
勿
来
ひ
と
・

ま
ち
未
来
会
議
」
は
、
都
市
計
画
法

の
改
正
に
と
も
な
い
行
政
が
よ
り
住
民

の
意
見
を
吸
い
上
げ
よ
う
と
い
う
流
れ

の
中
で
で
き
た
組
織
だ
が
、
そ
の
頃
か

ら
「
行
政
と
住
民
の
対
等
な
関
係
」

を
意
識
し
続
け
て
き
た
と
言
う
。
例

え
ば
、
そ
れ
ま
で
行
政
と
の
会
議
は
い

わ
き
市
の
中
心
地
に
あ
る
役
所
ま
で

勿
来
か
ら
出
向
く
の
が
当
然
だ
っ
た
。

し
か
し
「
勿
来
の
お
話
を
す
る
の
だ

か
ら
、
勿
来
で
や
り
ま
せ
ん
か
」
と
、

市
の
担
当
者
が
勿
来
を
訪
ね
る
文
化

に
変
わ
っ
た
。

　

ま
た
前
述
の
「
復
興
公
園
」
に
お

　

ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
地
域
の
Ｎ

Ｐ
Ｏ
と
し
て
こ
こ
ま
で
挙
げ
て
き
た
ポ

イ
ン
ト
は
①
変
化
へ
の
対
応
、
②
ビ

ジ
ョ
ン
と
現
場
力
、

③
外
部
連
携
、
④
行

政
連
携
、
の
４
点
に

整
理
で
き
る
。
そ
し

て
も
う
１
つ
あ
る
と

す
る
な
ら
ば
、
⑤
参

加
者
を
巻
き
込
む
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
組

織
運
営
に
欠
か
せ
な

い
地
域
住
民
の
活
動

へ
の
参
加
、
特
に
若

い
人
達
の
そ
れ
だ
ろ

う
。「
勿
来
ま
ち
づ

て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た

運
営
を
行
う
こ
と
で
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
元

に
し
た
高
い
目
線
で
の
活
動
と
平
行
し

て
、
地
道
に
地
域
と
寄
り
添
う
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
「
な
こ
そ

復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
特
長
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

く
作
れ
ば
良
い
と
い
う
物
で
は
な
い
。

世
界
に
通
用
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
と
付

加
価
値
を
持
っ
た
も
の
に
す
る
た
め
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が
必
要
」
と
の
認

識
か
ら
藝
大
に
協
力
を
要
請
し
た
。

　

い
ず
れ
の
例
も
、
状
況
に
応
じ
て

組
織
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
し
、
そ
れ

を
元
に
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
意
思
決
定
を

行
っ
た
た
め
、
縁
を
形
に
す
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

い
て
は
、
ま
だ
構
想
段
階
で
管
理
元

の
土
木
事
務
所
に
か
け
あ
い
、
ま
ず

は
崩
れ
た
防
潮
堤
の
保
全
の
了
解
を

と
り
つ
け
る
と
こ
ろ
か
ら
開
始
し
て
い

る
。
そ
の
上
で
綿
密
に
計
画
を
進
め
、

今
年
１
月
に
は
市
の
都
市
計
画
課
お

よ
び
福
島
県
へ
直
接
提
案
す
る
ま
で
に

至
っ
て
い
る
と
い
う
。
推
進
の
是
非
に

つ
い
て
は
ま
だ
調
整
段
階
と
の
こ
と
だ

が
、
こ
の
民
間
主
導
の
ま
ち
づ
く
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
今
後
の
進
展
を
見
守
り

た
い
。

く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
、
老
若
男
女
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
写
真
が
並
び
、
若
い
女
性

メ
ン
バ
ー
が
等
身
大
の
言
葉
で
綴
る
事

務
局
の
ブ
ロ
グ
か
ら
も
、
メ
ン
バ
ー
同

士
の
信
頼
関
係
と
、
何
よ
り
「
な
ん

だ
か
楽
し
そ
う
」
な
雰
囲
気
が
に
じ

み
出
て
い
る
。

　

活
動
へ
の
参
加
理
由
を
、
市
役
所

に
勤
め
な
が
ら
一
住
民
と
し
て
参
加
し

て
い
る
高
木
洋
平
さ
ん
に
聞
い
て
み
た
。

「
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
大
変
そ
う
だ
け
ど

楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
に
惹
か
れ
ま
し

た
。
お
金
に
な
ら
な
く
て
も
、
楽
し

み
な
が
ら
ま
ち
の
未
来
の
た
め
に
努
力

す
る
、
そ
ん
な
輪
に
自
分
も
入
り
た

い
と
思
っ
た
ん
で
す
」。
そ
し
て
こ
う

し
た
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
る
の
は
、
代

表
の
舘
さ
ん
の
人
柄
と
存
在
が
大
き

い
と
い
う
。
舘
さ
ん
は
「
大
切
な
の
は
、

次
の
世
代
の
人
を
ど
う
育
て
る
か
と
い

う
視
点
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
運
営
や
決
裁

権
に
つ
い
て
、
ど
ん
ど
ん
若
い
人
達
に

任
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」
と
言
う
。

若
者
が
参
加
し
た
い
と
思
え
る
雰
囲

気
や
や
り
が
い
は
、
こ
の
彼
の
哲
学
か

ら
き
て
い
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
ち
づ
く
り
は
市
民
だ
け
で
も
、

行
政
だ
け
で
も
行
え
る
時
代
で
は
な

く
な
り
、
今
や
協
働
作
業
と
し
て
お

互
い
の
責
任
と
立
場
を
理
解
し
合
い
、

議
論
を
重
ね
、
実
現
方
法
を
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
勿
来
に
見
た

ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
可
能
性
が
、

地
域
の
輝
け
る
復
興
に
つ
な
が
る
も
の

と
期
待
し
た
い
。
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　２月５日。空は青々としていて、高く
抜けている快晴。前日に降った雪が道路
脇に残っているけれど、陽射しが温かい。
すれ違う学生たちは、「おはようございま
す」と笑顔で気持ちよく投げかけてくれ、
こちらも自然と言葉がもれる。
　この日、石巻市内にある高等学校の体
育館に、小中高生５００人が集った。石
巻、女川、東松島の子どもたち。支援し
てくれた日本全国・世界各国の人たちに
向けて「ありがとう」を歌う。
　被災直後の支援では、生命に関わるこ
と――食べ物や住む場所の確保などが優
先される。当然、音楽は二の次にされた
もののひとつ。でも、「だからこそ、子ど
もたちがもう一度音楽を奏でたいと思った
ときに、手をさしのべられるように」と自
身・音楽家の曽根哲夫さんは全国の有志
から楽器を集める絆プロジェクトを震災後
に立ち上げた。
　絆プロジェクトがこの日の「ありがとう」
を企画したのは「子どもたちが気持ちを出
せる場を作りたかった」から。もう一つは、

楽器を送るなどで支援してくれた人たちへ
感謝を伝えるには「子どもたち自身が奏で
る音楽を届けること」だと思ったから。
　会場には大型の照明やクレーン、ビデ
オカメラなどの撮影機材が入っていた。こ
の日の合奏を Ustream やニコニコ動画で
ライブ放送するためだ。曲は、Mr.Children

「かぞえうた」、唱歌「故郷（ふるさと）」、
いきものがかり「ありがとう」の３曲。
　学校単位で練習してきたものの、５０
０人が合わせるのはこの日が初めて。石
巻地区の吹奏楽祭の昼の時間を使うとい
うこともあり、数回のリハーサルでオンエ
アの時間を迎えた。生徒たちの顔に緊張
が見える……。
　指揮者の合図で、クラリネット、フルー
ト、ホルン、ユーフォニウムが柔らかい音
を奏で始め、それにトランペットとトロン
ボーンの力強さが加わると合唱が始まった。
　合わせる時間があまりなかったことも、
緊張のせいもあると思う。リハーサルの時
よりも声が少し小さくて、隣の人の声を遠
慮がちに探っているようにも聞こえた。で

も、それが曲が進むにつれて声が少しず
つ合わさっていくのが、声が出始めてき
ているのがわかる。１曲目が終わり、２
曲目が終わり、そして、最後の「ありがと
う」では一人一人の声に自信のような、
誇らしいような気持ちが乗り、調和する。

「ありがとうって言葉をいま あなたに伝え
るから」――。表情は一人一人もちろん違
う。でも、３曲の 15 分で、少しこわばっ
ていた顔が、今ここで歌っていることを実
感しているような顔に変わっていた。
　この合奏のライブ配信の閲覧者は１万
人を越えた。今回の合唱についてある中
学の先生が「子どもたちの表情を見まし
たか？ これがいま私がたちが支援してくれ
た方々に伝えられることです」と誇らしげ
に笑った。

「石巻の小中高生５００人「ありがとう」の大合奏 LIVE」
2/5( 日 )13 時 20 分〜 14 時：USTREAM で生中継
録画動画を WEB 上で閲覧できます
URL:http://www.ustream.tv/channel/kizuna-project1
企画・運営：NPO 法人　絆プロジェクト
制作：株式会社前田屋
PR 協力：ヤフー株式会社／復興デパートメント
撮影協力：ソフトバンクモバイル株式会社

JASRAC 出 1202053-201
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今
か
ら
１
０
０
年
ほ
ど
前
に
さ

か
の
ぼ
る
。日
清
戦
争
や
日
露

戦
争
に
従
軍
し
た
兵
士
が
、現

地
で
食
べ
た
白
菜
が
あ
ま
り
に

も
お
い
し
か
っ
た
の
で
、そ
の
種

を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
と
言
わ

れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
20
年
近
い
年
月
を
か

け
た
思
考
錯
誤
の
研
究
の
す
え
、

種
の
採
取
に
成
功
し
た
の
が
宮

城
農
業
学
校（
現
在
の
宮
城
県

農
業
高
等
学
校
）に
勤
務
し
て

い
た
沼
倉
吉
兵
衛
氏
。他
の
菜

類
と
の
交
雑
を
少
な
く
す
る
た

め
、松
島
湾
内
の
馬
放
島
で
隔

離
栽
培
を
し
て
種
を
育
て
た
。

「
松
島
系
白
菜
」は
、日
本
の
白

菜
の
原
型
の
一
つ
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
も
と
に
、渡
邉
頴
二

氏
に
よ
っ
て
育
成
さ
れ
、大
正
13

年
に「
松
島
純
２
号
」、昭
和
18

年
に「
松
島
新
２
号
」の
優
良
品

種
が
生
ま
れ
た
。「
仙
台
白
菜
」

の
名
で
東
京
な
ど
全
国
に
出
荷

さ
れ
、戦
前
の
生
産
量
は
日
本
一

だ
っ
た
と
い
う
。

　
「
仙
台
白
菜
」は
、甘
味
が

あ
っ
て
柔
ら
か
い
の
が
特
徴
。そ

の
た
め
現
在
の
白
菜
よ
り
キ
ズ

　

今
年
の
冬
は
、例
年
に

な
く
厳
し
く
冷
え
込
む
日

が
続
く
。そ
ん
な
東
北
の

冬
の
食
卓
を
飾
る
鍋
料
理

の
具
と
し
て
、白
菜
は
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
野

菜
の
ひ
と
つ
だ
。こ
の
白
菜
、

宮
城
県
が
発
祥
の
地
だ
と

い
う
。

　
「
仙
台
白
菜
」の
歴
史
は
、

付
き
や
す
い
う
え
、病
気
に
も

弱
か
っ
た
。ま
た
戦
争
中
は
、米

な
ど
の
主
食
重
点
主
義
が
影
響

し
、白
菜
の
生
産
量
は
減
少
し

て
い
っ
た
と
い
う
。

 

し
か
し
近
年
に
な
っ
て
、甘
み

を
活
か
し
た
漬
物
な
ど「
仙
台

白
菜
」の
お
い
し
さ
や
価
値
が

見
直
さ
れ
、宮
城
の
伝
統
野
菜

と
し
て
再
注
目
さ
れ
、栽
培
が

復
活
し
て
い
る
。

　

特
に
震
災
後
、農
作
物
の
中

で
も
比
較
的
塩
害
に
強
い
と
さ

れ
る
白
菜
を
活
用
し
、農
家
の

生
産
基
盤
を
復
活
さ
せ
る
取
り

組
み
と
し
て
進
ん
で
い
る
の
が
、

Ｊ
Ａ
全
農
み
や
ぎ
と
み
や
ぎ
生

協
と
の
共
同
企
画「
み
ん
な
の

新
し
い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
あ
る
。

　

現
在
流
通
し
て
い
る
品
種
の

白
菜
と
共
に
、１
０
０
年
に
わ

た
る
食
文
化
の
歴
史
持
つ「
仙

台
白
菜
」を
、宮
城
の
伝
統
野
菜

と
し
て
、ま
た
復
興
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、地
域
の
活
性
化
と
新
し

い
ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
つ
な
げ
る

試
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

参
考
資
料
：『
ハ
ク
サ
イ
の
絵
本
』農
文
研
／
発
行

地
震
と
津
波
の
恐
ろ
し
さ
を

語
り
継
ぐ
一
つ
の
方
法
と
し
て

『
子
供
の
眼
』
に
よ
る
震
災

の
記
録
に
注
目
し
た
森
さ
ん

は
、
被
災
地
の
子
供
た
ち
に

作
文
を
依
頼
。
集
ま
っ
た
80

人
の
作
文
は
文
藝
春
秋
８
月

臨
時
増
刊
号
『
つ
な
み
』
と

し
て
発
表
さ
れ
反
響
を
呼
ん

　

被
災
地
の
未
来
を
考
え
る

と
き
不
可
欠
な
の
は
「
未
来

を
担
う
子
供
た
ち
へ
の
支
援
」

だ
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

や
が
て
東
北
の
復
興
と
発
展

の
担
い
手
と
な
る
子
供
た
ち

の
未
来
に
焦
点
を
当
て
た
多

様
な
活
動
に
つ
い
て
レ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
。

　

第
1
回
は
被
災
地

の
子
供
に
フ
ォ
ー
カ

ス
し
た
取
材
活
動
を

続
け
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
・
森
健
さ
ん
の

活
動
を
紹
介
す
る
。

だ
。

　
「
当
初
、
作
文
に
つ
い
て
は
賛

否
両
論
が
あ
り
、
僕
自
身
に
も

大
き
な
葛
藤
が
あ
っ
た
。
し
か

し
、
聖
路
加
国
際
病
院
の
細
谷

亮
太
副
院
長
の
話
を
聞
い
て
背

中
を
押
さ
れ
た
。
細
谷
氏
は
40

年
以
上
、
小
児
が
ん
治
療
の
現

場
で
病
と
闘
う
子
供
た
ち
を
見

て
き
た
人
。
そ
の
彼
が
『
大
人

も
子
供
も
、
過
酷
な
経
験
を
し

た
人
ほ
ど
そ
の
体
験
を
多
く
の

人
と
シ
ェ
ア
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
抱
え
て
い
る
。
人
間
と

は
本
来
そ
う
い
う
も
の
だ
か
ら

だ
』
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
が

励
み
に
な
っ
た
」

　

森
さ
ん
は
こ
の
作
文
集
を

き
っ
か
け
に
、
制
作
過
程
で
出

会
っ
た
家
族
の
そ
の
後
を
追
い

続
け
、
新
著
『「
つ
な
み
」
の

子
ど
も
た
ち
』
に
ま
と
め
た
。

一
方
、
取
材
を
続
け
る
中
で
、

気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
と
い
う
。

　
「
あ
く
ま
で
も
主
観
だ
が
、

親
が
震
災
の
シ
ョ
ッ
ク
か
ら
な
か

な
か
立
ち
直
れ
な
い
家
庭
の
子

供
ほ
ど
不
安
が
強
い
傾
向
が
あ

る
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
子
供
に

と
っ
て
は
津
波
そ
の
も
の
の
恐

怖
よ
り
も
、
家
庭
や
地
域
、
学

校
や
友
だ
ち
と
い
っ
た
『
揺
る

ぎ
な
い
日
常
』
が
一
瞬
で
失
わ

れ
た
こ
と
の
方
が
シ
ョ
ッ
ク
だ
か

ら
。
絶
望
す
る
親
の
姿
は
子
供

た
ち
に
『
頑
張
っ
て
生
き
て
も

が
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

　

家
と
職
を
失
い
、
高
台
移
転

や
産
業
集
約
な
ど
復
興
計
画
に

は
問
題
が
山
積
し
、
被
災
地
に

は
未
だ
大
人
で
も
絶
望
し
た
く

な
る
現
実
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

「
大
切
な
も
の
を
失
え
ば
大
人

だ
っ
て
辛
い
。
で
も
子
供
の
日

常
を
取
り
戻
せ
る
の
は
大
人
し

か
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ

自
ら
一
歩
を
踏
み
出
し
て

『
頑
張
っ
た
先
に
あ
る
何

か
』
を
子
供
た
ち
に
見
せ

て
ほ
し
い
と
思
う
」

　

こ
れ
ま
で
東
北
は
何
度

も
津
波
に
襲
わ
れ
、
そ
の
度
に

復
興
を
遂
げ
て
き
た
。
そ
の
核

に
あ
る
の
は
「
や
は
り
支
え
合

う
家
族
の
力
だ
」
と
森
さ
ん
。

　
「
震
災
を
生
き
抜
き
、
明
日

に
向
か
っ
て
歩
み
始
め
た
家
族

の
姿
に
こ
そ
『
真
の
復
興
』
の

答
え
が
あ
る
。
僕
は
そ
れ
を
伝

え
続
け
て
い
き
た
い
」。

野
さ
ん
は
話
す
。
フ
ァ
ン
達
が

徐
々
に
地
元
と
一
体
と
な
り
、

共
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
基
盤

が
で
き
る
、
と
い
う
夢
を
描
く
。

　

一
方
、
多
賀
城
市
で
は
仮
設

住
宅
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。
自
治

会
や
行
政
と
関
係
を
築
き
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
施
策
を
展
開
、
地

域
づ
く
り
を
側
面
支
援
し
て
い

る
。
場
づ
く
り
の
た
め
の
「
お

で
ん
屋
台
」
と
い
っ
た
面
白
い

施
策
も
検
討
中
だ
。

　

復
興
の
主
役
は
あ
く
ま
で

「
地
元
の
人
々
」
と
い
う
理
念

に
基
づ
き
、
地
域
を
応
援
し
続

け
る
彼
ら
。
地
元
民
と
外
部
か

ら
の
人
間
が
一
体
と
な
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
、
今
後
他
の
地
域
で

も
生
み
出
し
て
行
く
予
定
だ
。

そ
の
中
か
ら
「
新
た
な
東
北
の

ま
ち
づ
く
り
」
の
モ
デ
ル
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

意
味
が
な
い
』
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
伝
わ
っ
て
し
ま

う
。
そ
う
い
う
親
子
間
の
『
絶

望
の
伝
染
』
は
何
と
し
て
も
防

　

復
興
応
援
団
は
、
仙
台
を
拠

点
に
宮
城
県
内
各
地
の
「
地
域

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
」
を
発
掘
し
、

彼
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で

地
域
の
復
興
を
支
援
し
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
地
域
外
か
ら
の

企
業
お
よ
び
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
。
現
在

は
気
仙
沼
市
１
地
区
、
南
三
陸

町
２
地
区
で
漁
業
や
農
業
の
現

場
に
入
り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

労
働
力
の
提
供
に
留
ま
ら
ず
、

手
厚
い
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
、
地
域

の
フ
ァ
ン
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

　
「
１
人
で
全
地
域
の
支
援
は

で
き
な
い
が
、
各
個
人
各
企
業

が
『
第
２
の
故
郷
』
を
見
つ
け

る
事
で
、
各
地
に
継
続
し
た
関

与
が
生
ま
れ
る
」
と
代
表
の
佐

戦
前
に
一
世
を
風
靡
し
た
白
菜

笑顔と活気のあるメンバー

子供たちに寄り添い、話に耳を傾ける森さん
『「つなみ」の子供たち』
（文藝春秋／1680 円・税込）
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団体概要：地域コミュニティづくりやボランティア派遣プロジェク
トを通じて地元の人が中心となった東北地域の復興の実現を目指す。
Eメール：info@fukkou-ouendan.com

ロゴマークは戦前使用されていた荷札がモチーフ

南三陸町トマト農園支援

「
第
２
の
故
郷
」
が
生
む
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
域
と
外
部
が
一
体
と
な
る
ま
ち
づ
く
り

一般社団法人復興応援団
ＮＰＯをはじめとした
頑張ってる団体を紹介

ピックアップNPO②

森
も り

 健
け ん

さん
ジャーナリスト。「文
藝春秋」をはじめ各
誌で人物ルポ、経済
記事を中心に執筆中。

津
波
の
被
害
を
受
け
た

子
供
た
ち
は
今



②

　

岩
手
県
北
観
光
が
昨
年
４
月
よ
り
実

施
し
て
い
る
「
ケ
ッ
パ
レ
東
北
！
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ラ
イ
ナ
ー
」。
既
に
延
べ
１
万
７

千
人
近
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
動
員
し
て

い
る
こ
の
ツ
ア
ー
を
支
え
て
い
る
の
が
、

名
物
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
今
井
さ
ん
だ
。

　

自
ら
も
被
災
し
、
職
を
失
っ
た
今
井

さ
ん
は
、
ど
ん
底
の
中
自
身
の
町
で
あ

る
浄
土
ヶ
浜
（
岩
手
県
宮
古
市
）
の
清

掃
を
し
て
い
た
県
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
達

と
出
会
っ
た
。「
昔
来
て
綺
麗
な
浄
土
ヶ

浜
の
思
い
出
が
あ
っ
て
」「
こ
こ
で
食
べ

た
か
き
氷
が
忘
れ
ら
れ
な
く
て
」
と
話

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
職
を
得

る
事
と
な
っ
た
。

　
「
復
興
を
支
援
し
た
い
と
い
う
思
い
は
み

ん
な
一
緒
。
そ
の
架
け
橋
に
な
り
た
い
」

「
復
興
に
は
決
ま
っ
た
形
が
な
い
。
１
人
１

人
が
思
う
復
興
の
形
を
ひ
と
つ
に
集
め
、

町
を
作
っ
て
い
く
お
手
伝
い
を
し
た
い
」

「
１
人
の
復
興
者
と
し
て
、
親
と
し
て
、
人

間
と
し
て
、
僕
が
震
災
を
経
て
学
び
得
た

人
生
の
大
切
な
価
値
を
伝
え
た
い
」。
話

し
だ
し
た
ら
止
ま
ら
な
い
熱
血
漢
。
ま
た

自
分
の
財
産
と
語
る
旅
の
経
験
談
も
面
白

い
。
ロ
ー
ラ
ー
ブ
レ
ー
ド
北
海
道
一
周
に

鹿
児
島
・
東
京
間
ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
の
旅
な

ど
ネ
タ
は
尽
き
な
い
。
そ
ん
な
彼
に
多
く

の
フ
ァ
ン
が
つ
き
、
リ
ピ
ー
タ
ー
続
出
と
言

う
の
も
納
得
だ
。

　

通
称
「
菜
の
花
色
の
帽
子
の
添
乗
員
」。

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ

り
、
今
日
も
県
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

達
に
、
自
身
の
経
験
と
熱
い
思
い
を
語
っ
て

い
る
。

リピーター続出の名物ガイド

( 株 ) 岩手県北観光　営業主任
今
い ま い

井 仁
じ ん

さん (38)

す
彼
女
達
に
心

打
た
れ
、「
自

分
の
町
を
立
て

直
さ
な
く
て
ど

う
す
る
」
と
奮

起
し
町
の
復
旧

活
動
を
開
始
。

そ
れ
が
縁
で
、

岩
手
県
北
観
光

と
ん
ど
の
方
に
キ
ョ
ト
ン
と
さ
れ

る
。
確
か
に
あ
ま
り
良
い
人
相
は

し
て
い
な
い
し
、
こ
れ
ま
で
の
経

歴
か
ら
も
お
お
よ
そ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

い
う
言
葉
は
似
つ
か
わ
し
く
な
い
。

驚
か
れ
る
の
は
し
ょ
う
が
な
い
が
、

疑
い
の
目
で
見
る
の
は
勘
弁
し
て

欲
し
い
。

　

ド
ラ
ッ
カ
ー
は
『
ネ
ク
ス
ト
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
』
で
、
こ
れ
か
ら
の

問
題
は
経
済
で
は
な
く
社
会
だ

と
論
じ
た
。
経
済
が
社
会
を
変

え
る
の
で
は
な
く
、
社
会
が
経
済

を
変
え
て
い
く
と
。
10
年
前
、
ま

だ
駆
け
出
し
の
若
造
に
と
っ
て
、

心
底
感
銘
は
受
け
る
も
の
の
、
目

の
前
の
課
題
を
や
っ
つ
け
る
の
が

精
一
杯
で
、
社
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ん

て
も
の
は
自
分
の
生
活
と
ま
る
で

関
係
の
な
い
存
在
だ
っ
た
。

　

10
年
が
経
ち
、
オ
ジ
サ
ン
に

な
っ
た
い
ま
、
社
会
と
の
付
き
合

い
は
自
身
の
問
題
で
、
ど
う
関
わ

る
か
で
明
日
の
生
き
方
が
左
右
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
常
的
に
、

色
ん
な
接
点
で
、
社
会
と
関
わ

り
を
持
っ
て
い
る
。
儲
か
る
、
儲

か
ら
な
い
で
は
説
明
で
き
な
い
。

私
も
変
わ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

社
会
が
確
か
に
変
化
し
た
の
だ
と

思
う
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
だ
か
ら
と
い
っ
て
色
眼

鏡
で
見
な
い
で
欲
し
い
。
復
興
新

聞
を
作
っ
た
ら
聖
人
に
な
る
わ
け

じ
ゃ
な
い
。
焼
肉
ラ
ブ
、
日
本
酒

カ
モ
ン
！
で
あ
る
。
ほ
ん
の
少
し
、

前
ほ
ど
贅
沢
を
求
め
な
く
な
っ
た

程
度
。
い
つ
で
も
お
誘
い
い
た
だ

き
た
い
。（
Ｔ
）

　

昔
か
ら
の
仕
事
仲
間

に
近
況
を
聞
か
れ
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
で
東
北
復
興
新

聞
っ
て
い
う
新
聞
作
っ
て

ま
す
、
と
答
え
る
と
ほ

18
世
紀
ま
で
の
彫
刻
、
絵
画
な

ど
24
点
を
展
示
す
る
予
定
だ
。

会
場
の
美
術
館
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
収
蔵
品
な
ど
も
加
え
て
展
示

を
行
う
。
巡
回
展
の
監
修
者
で

あ
る
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
ジ
ャ
ン

―
リ
ュ
ッ
ク
・
マ
ル
テ
ィ
ネ
ズ
氏

は
言
う
。「
芸
術
や
芸
術
に
触
れ

る
の
は
、
困
難
な
時
期
に
お
い
て
、

余
分
な
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、

か
つ
て
な
く
必
要
と
さ
れ
る
こ
と

な
の
で
す
」。　

　

震
災
は
東
北
の
芸
術
・
文
化

に
も
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。

３
県
で
被
災
し
た
文
化
財
は
文

化
財
保
護
法
で
指
定
さ
れ
て
い
る

も
の
だ
け
で
も
２
３
３
件
に
の
ぼ

る
（
１
月
26
日
現
在
、
文
部
科

　

フ
ラ
ン
ス
の
ル
ー
ブ
ル
美
術
館

は
、
東
北
３
県
で
巡
回
展

「
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
：
出
会
い
」
を
開
催
す

る
。「
被
災
地
と
の
連
帯
の
気
持

ち
を
伝
え
た
い
」
と
ル
ー
ブ
ル
側

が
企
画
し
、
３
県
の
美
術
館
と

の
共
催
が
実
現
。
紀
元
前
か
ら

学
省
発
表
）。
福
島
県
の
避
難
指

定
区
域
や
津
波
被
害
の
大
き
い

沿
岸
部
に
あ
る
美
術
館
・
博
物

館
で
は
、
現
状
の
把
握
さ
え
で
き

て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
文

化
財
の
復
旧
・
復
興
の
動
き
も

官
民
か
ら
出
て
き
て
い
る
。
文
化

庁
は
昨
年
４
月
に
「
文
化
財
レ

ス
キ
ュ
ー
事
業
」
を
開
始
。
全
国

の
都
道
府
県
の
教
育
委
員
会
や

文
化
財
・
美
術
関
係
団
体
の
協

力
を
得
て
文
化
財
の
保
全
、
復

元
な
ど
に
努
め
て
い
る
。

　

全
国
美
術
館
会
議
は
、
昨
年

10
月
に
「
東
日
本
大
震
災
復
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
・
オ
ー
ク
シ
ョ
ン 

今

日
の
美
術
展
」
を
開
催
。
４
０

０
人
の
作
家
か
ら
無
償
で
提
供

さ
れ
た
作
品
や
図
録
の
収
益
金

約
１
億
３
千
万
円
を
、
被
災
地

域
の
美
術
館
の
復
旧
や
普
及
活

動
の
支
援
に
あ
て
る
。

　

文
化
財
保
護
・
芸
術
研
究
助

成
財
団
は
、
米
国
の
ワ
ー
ル
ド
・

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
財
団
と
連
携
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
始
。
国
内
外

の
企
業
や
個
人
に
、
文
化
財
の

救
援
と
復
旧
の
た
め
の
支
援
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

　

芸
術
や
文
化
は
、
空
腹
を
満

た
し
た
り
寒
さ
を
凌
ぐ
助
け
に

は
な
ら
な
い
。
だ
が
、
人
間
の

尊
厳
や
先
祖
の
歩
ん
で
き
た
道

を
示
し
て
く
れ
る
。
そ
れ
ら
は
地

域
の
誇
り
、
生
き
る
力
と
な
る

は
ず
だ
。
世
界
的
な
知
名
度
を

持
つ
ル
ー
ブ
ル
美
術
館
の
巡
回
展

を
き
っ
か
け
に
、
こ
う
し
た
芸

術
・
文
化
の
意
義
が
見
直
さ
れ
、

東
北
の
文
化
的
復
興
に
弾
み
が
つ

く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

大船渡の楽器サポートの葛西さん。
10 本以上の被災楽器を直してきた。

●東日本大震災　北上町十三浜漁村
　復興支援トーク＆ライブ

【日時】２月２５日（土）１４時〜１７
時【場所】法政大学 市ヶ谷キャンパス ボ
アソナードタワー 26F スカイホール【内
容】北上町十三浜の漁師たちがワカメの
養殖と加工を再開し、生活と地域社会を
再建することを支援。法政大学人間環境
学部協力の下、学生ボランティアの派遣、
北上町被災者の高台移転ワークショッ
プなども実施。今回のトークでは津波
以降の東北の方々の思い、漁師の人々
の抱える問題について語られる。【資料
代】2,000 円（学生 500 円）【共催】特定
非営利活動法人パルシック／法政大学人
間環境学部【申込・お問い合わせ】０３

（ ３ ２ ５ ３） ８ ９ ９ ０ ／ office@parcic.
org【URL】http://www.parcic.org/news/

boshu/2012_touhoku_225live.html
●平成 23 年度地域再生実践フォーラム

【日時】３月７日（水）１３時００分〜
１７時１５分【場所】東京国際フォーラ
ム B5 ホール（定員 400 名）【内容】新
たな視点や手法の導入等による地域の再
生、持続可能な地域づくりを目指し、地
域活性化に向けた実践的エッセンスを広
く提言・発信するフォーラムを開催（参
加 費 無 料 ）。【 主 催 】（ 財 ） 地 域 活 性 化
センター【申込・お問い合わせ】０３

（ ５ ２ ０ ２） ６ １ ３ ６ ／ chiiki@jcrd.jp
（地域支援課）【URL】http://www.chiiki-

dukuri-hyakka.or.jp/6_gyomu/jissen/
h23gyo_jissen_forum.htm

※イベント情報随時募集しています。掲載ご希望の
方は press@h-u-g.jp まで。

会場 開催期間
岩手県立美術館 ４月２７日〜６月３日

宮城県美術館 ６月９日〜７月２２日

福島県立美術館 ７月２８日〜９月１７日

※福島開催分の観覧料は一般・大学生 600 円、
高校生以下 300 円、小・中学生 200 円。他２館
は未定。

「ルーブル美術館からのメッセージ：出会い」
各会場の開催期間

ル
ー
ブ
ル
美
術
館　

３
県
で
巡
回
展

文
化
・
芸
術
の
復
興
に
弾
み
を

被災した楽器を直し、
もう一度音を届ける

２０１２年（平成 24 年）２月２０日 月曜日（復興 346 日目）　　東　北　復　興　新　聞（http://www.rise-tohoku.jp/）　　第３号　 （8）


